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会長挨拶

日本大学英文学会会長　一條　祐哉

このたび、 2025～ 2026年度の会長を務めることと
なりました。前会長から「若い世代の方に学会を盛り

上げてほしい」と声をかけていただいた際、「まだ 
若輩者ですから、会長にはふさわしくないのでは…」 
と申し上げました。すると「いや、一條さんもそれ 
なりに年をとっているよ」とおっしゃられるので、若い 
のか若くないのかどちらだろうと思いましたが、最終 
的には「大丈夫。ケネディだって、40代でアメリカの 
大統領をやったんだから」というお言葉に背中を押さ 
れて、会長をやらせていただくことになりました。

まず、研究会員、同窓会員、学生会員の皆様には、

常日頃から学会運営にご協力いただき、誠にありがとう 
ございます。会員の皆様にご満足いただけるような学会 
運営をして参りますので、引き続きご厚情を賜りたく、 
お願い申し上げます。また、昨年度まで運営委員・ 
常任委員をお務めいただいた先生方に、感謝申し上げ 
ます。特に保坂道雄先生（文理学部）が委員長を務め 
られた編集委員会のおかげで、以前よりもボリューム 
のある『英文学論叢』を刊行することができました。 
また私自身、会計を担当しておりましたが、大きな 
問題なく会計業務ができたのは、会計監査の加藤寛典 
先生（日本大学鶴ヶ丘高校）が、ご自身でダブルチェック 
用のエクセルファイルを作成し、きめ細かく帳簿 
や決算報告書を確認してくださったおかげです。

今期の運営委員・常任委員の一覧は別ページに掲載

しております。引き続きご担当いただく先生、また 
新たにご担当いただくことになった先生、なにとぞ 
よろしくお願いいたします。このうち副会長として松山 
博樹先生（法学部）、会計として飯田啓治朗先生（文理 
学部）、会計監査として今滝暢子先生（生産工学部）、 
編集委員長として前島洋平先生（文理学部）にご担当 
いただくこととなりました。

さて、この任期中に取り組むべきこととして 2つ 
あります。1つは会員数の減少を食い止めるために 
学会活動を盛り上げること。もう 1つは英文学科創設 
100周年記念企画を成功させることです。研究会員の 
減少は、さまざまな要因があると思いますが、大学院生 
の数が減少したこともその 1つでしょう。大学院生が 
少なくなってきているのは、若年層の人口の減少や 
経済的な問題があるかもしれません。それでも、どう 
にかして1人でも、 2人でも大学院生の数を増やす努力 
をしたいと思います。そのために、学部生に本学会の 

《ご挨拶》
活動にどんどん参加してもらって研究に興味を持ち、 
大学院を志してもらえるような道筋を作りたいと思い 
ます。また大学院を目指さない学部生にも、学会活動 
に参加することで、研究の面白さを感じてもらい、 
専門の授業やゼミ、卒業論文などに役に立つような取り 
組みをしたいと考えています。その第一歩として、 
本学会のインスタグラムを4月に開設し、学会の情報を 
学生に案内できるようにしました。学会のイベントや 
刊行物などの情報を随時発信いたしますので、研究 
会員や同窓会員の方もフォローいただければ幸いです。

また、 2026年に英文学科は創設100周年を迎えます。 
昨年度設立した 100周年記念企画準備委員会を中心に、 
英文学科と本学会の共催の形で、 100周年記念企画 
を検討しています。具体的には、 100周年記念大会の 
開催と 100周年記念論文集の発行を計画しております。 
記念大会は 2026年度に開催する予定です。開催時期 
や会場、内容が決定次第、お知らせいたします。 
また記念論文集については『英文学論叢』第74巻を100 
周年記念号として刊行いたします。研究会員の方に 
すでに案内している通り、なるべく多くの先生から 
ご投稿いただきたく、その準備期間を長くするため、

今回は投稿締切日を 9月末日ではなく 2026年 1月 
といたします。その後、査読や編集作業を経て、2026 
年度に刊行予定です。（したがって 2025年度は『英文 
学論叢』を発行いたしませんので、ご了承いただき 
ますようお願い申し上げます。）多くの会員の方に 
ご応募いただき、 100周年にふさわしい立派な論文集を 
作成したいと存じます。ぜひお知り合いの方にもお声 
がけいただき、 100周年記念大会への参加、また、 
100周年記念論文集の投稿をよろしくお願い申し上げます。
同窓会員の方へのご案内として、 12月の本学会の

学術研究発表会・総会のあとに、懇親会を開催します。 
ご友人や先輩・後輩の方をお誘い合わせの上、お料理 
を楽しみながら、交流を深めていただければと存じ 
ます。また、文理学部のイベントとして、 11月 1日 
（土）に文理学部・校友会主催のホームカミングデー 
が開催されます。同日には桜麗祭（学部祭）も開催 
しておりますので、ぜひ遊びにいらしてください。

吉永小百合は、映画出演 123作目となる『こんにち
は、母さん』（2023年公開）で引退を考えていたそう
です。ただ、公開初日の舞台挨拶で「1、 2、 3！で外に 
飛び出すような数字なので、もう少しやってみようと 
思います」と決意を新たにしました。この「英文学会 
通信」も第 123号となりました。本学会も新たな時代 
に飛び出す気持ちで、 100周年記念企画を成功させ、 
また今まで以上に会員の皆様にご満足いただけるよう 
に、そして次の世代に引き継いでいけるように、学会 
を盛り上げて参りたいと思います。会員の皆様からも 
ご意見、アイディアなどがございましたら、遠慮なく 
お申し出いただければ幸いです。2年間、何卒よろし 
くお願い申し上げます。
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前会長退任挨拶
こころの中には、

いつも、いつも英文学科、英文学会がありました。

そして今も。これからもずっと、ずっと心の中に。

日本大学英文学会前会長　吉良　文孝

私はこの３月末日をもって定年退職し、それに伴い 
本英文学会の会長も退任することとなりました。退任 
に際し、学会員の皆様にひと言ご挨拶申し上げます。

こころざし半ばにして夭折した故寺﨑隆行会長のあ

とを受けての３年弱の会長任期、そして本年３月末日

までの１期２年を合わせた５年弱の間、諸事関係した

皆様には本当にお世話になりました。心より感謝申し 
上げます。

思い返せば、本学会には「研究会員」として入会以

来、いろいろなことがありました。研究会員からの年

月と英文学科助手からの勤続 35年を足しますと、本
学会とは 40年以上にわたり研究・親睦活動をともに
してきました。ごく簡単にではありますが、これまで

の思い出と、今後の学会への思いを書き綴ります。

私が初めて月例会で発表したのが　本学大学院の後

期課程 2年の時でした。当時は、月例会はもちろんで
すが、とくに、年次大会で研究発表される先輩方や、

英文学科・他学部の先生方の研究発表を前にして、

「発表も凄いし、質問も鋭い。その質問に対する受け

答えの能力も昨日今日身についたものではないし…」。

ただただ「すごい！」という驚きと畏敬の念で発表を

拝聴していました。そのころは、機関誌『英文学論

叢』への投稿はもちろんですが、英文学科の先生方に

よる例会発表も多かったように思います。

それから 40余年にわたる月日が流れました。お世
話になった英文学科の先生は数知れませんが、私の場

合は、何と言っても、江川泰一郎先生との邂逅です。

江川先生から受けた学恩がなければ今の私の研究者人

生はなかったと思います。それもこれも、英文学科、

英文学会とのご縁あってのことです。「江川泰一郎著 
吉良文孝改訂」の 2行を表紙にした英文法書の出版、
それが私の夢であり、私の残された時間のライフワー

クです（言うは易し、ですが…）。

昨年末の年次大会では、「最終講義」の場を設けて

いただき、随分多くの方が来場してくださいました。

この場をお借りし御礼申し上げます。また、大学院で

の最終授業のあとにも心温まる（と言いますか、感激

で涙するような）ひと時をつくっていただきました。

これも生涯忘れられない貴重な時間でした。そういっ

たいろいろな会を見聞きする家族からは、「研究業績

は兎も角として、人間関係だけはつくったことはよく

わかった」と言われるほどの時間をみなさんと過ごす

ことができました。これも英文学科、英文学会あって

のことです。感謝、感謝です。

私は、卒業アルバム（卒業者名簿）の「ひとこと

メッセージ欄」には、ここ数十年、「よき友は、生涯

の宝。」と書いています。英文学科、英文学会での出

会いは、まさに、私にとっての宝物です。

さて、次の 10年、 20年と、わが英文学会は続いて
いきます。次期会長には、一條祐哉先生にバトンを引

き継いでいただくこととなりました。一條先生は日本

大学英文学会を更なる高みへと導いてくださること間

違いなしです。本「学会通信」（第 119号）でも言及し
ましたが、来年 2026年には英文学科（学会）創設 100
周年を迎えることになります。区切りのよい 100周年
ということですから、英文学科主任、英文学会会長を

中心に学科をあげての盛大な記念行事が開催されるこ

とでしょう。大いに期待しています。

最後となりますが、至らぬ会長を縁の下から支えて

くださった事務局の先生方（助手さん）、事務室ス

タッフの皆さんにはこの場を借りて感謝申し上げま

す。また、運営委員会、常任委員会の諸先生、そし

て、言うまでもなく、これまで長きにわたり本学会を

見守りご支援くださっている会員の皆様には、重ね

て、心より御礼申し上げます。本当にありがとうござ

いました。これまでと同様、わが日本大学英文学会を

盛り上げ支えていってくださることを願っておりま

す。それが叶えば、それはもう私の望外の喜びです。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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令和 7年度を迎えて

日本大学文理学部英文学科主任　塚本　聡

2025年度（令和 7年度）、文理学部英文学科には 
1年生 139名、日本大学大学院文学研究科英文学専攻 
前期課程院生 3名、後期課程院生 1名が入学しまし 
た。現在本学科では定員割れは生じていませんが、少子 
化の影響をひしひしと感じています。昨年は大学院生 
の入学者が多く、近年には珍しい状況であると感じま 
したが、本年度入学者はやや少なく、売り手市場の 
就職状況が反映されたのでしょう。

英文学科の教職員の異動についてご報告いたします。 
昨年度の年次大会において最終講義が行われましたが、 
長年英語学を研究されてきた吉良文孝先生が昨年 
度末に定年を迎えました。その後任として理論言語学 
を研究分野とする髙橋洋平先生をお迎えしました。同じ 
英語学分野ですが異なる研究手法であるため、新たな 
研究の視点が提供され、教育に生かされることが期待 
されます。特任教授を含め、教員 16名、任期制職員 
及び派遣職員 3名総勢 19名にて英文学科が運営されて 
います。訃報欄にある通り、本学科元教授ウィリアム 
・D・パターソン先生が 2025年 3月 10日にご逝去され 
ました。

日本大学文理学部は、本年度カリキュラム改定を 
行いました。昨年度に少し言及しましたが副専攻制度 
が導入されます。今までは学科専門科目を受講する 
学生はもっぱら英文学科の学生でしたが、これからは 
他の分野を専攻する学生の受講が予測されます。文理 
学部は伝統的な学科から成り立っていますが、今後は 
より学際的な教育が求められ、学生のニーズに合った 
教育機会を提供していく必要性がより高まります。

学際的と言えば、工学分野が発生元の生成AIなど
の仕組みが社会に広く浸透しきています。最近は検索

エンジンで検索すると「AIによる概要」などの解説 
文が最初に掲示されるくらいです。企業や自治体でも 
導入が進み、 AIの使用はあらゆる場で一般的になり 
つつあります。授業で課題を出しても本人が調べた 
のか、 AIの回答を写し取ったのか、判別しづらい 
事態となってくるでしょう。授業運営も変革が必要に 
なると予想されます。

AIの顕著な一例は言語使用ですが、言語学分野の
チョムスキーに代表される理論では、人間には生得的

に言語に関わる能力が備わっていることが前提とされ

ています。それゆえ、人類のみが言語を使用すること

ができるという説明につながります。一方AIでは、
大量のデータを与えたことで帰納的に言語の規則が 
構築されているということになります。この場合、 

生得的な言語能力は前提とされません。すなわち両者は 
相反する形で言語を捉えていることになります。どち 
らが言語の本質に迫っているのでしょうか。

言語学と情報系学問という異なる分野の発展ですの

で、優劣を付けることは難しいかもしれません。しか

し、現状見るAIの振る舞いを考慮するなら、言語学
の前提が覆る可能はありうるようにも思います。この

例えが良いかどうかわかりませんが、ベルリンの壁崩

壊にも似た大きなパラダイムシフトが言語学に生じる

かもしれません。そのような機会は通常ありませんの

で、もし生じるなら我々は貴重な機会に立ち会うこと

となるでしょう。

AIの進化は止められないでしょうから、ユヴァル・
ノア・ハラリのHomo Deusに述べられる “Useless 
class（無用者階級）” にならないために、人間の本質を
見失うことの無いよう気を付けなければならない時代

が到来したことを感じ始めています。
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リチャード・キャラカー先生（日本大学文理学部教授）

インタビュー：英文学科 4年　　秋元　優志
　　　　　　　英文学科卒業生　髙橋　尚吾

R…Richard Caraker
S…Shogo Takahashi
Y…Yushi Akimoto

S: Today, I want to ask some questions about English 
study methods and your experience.

R: OK. Thank you for coming to my office today.
S: My first question is about your Advanced Communication 

class. I really enjoyed your class, and I was able to 
improve my English communication skill through oral 
presentations. How did you come up with such a 
communicative class?

R: I’ve been teaching oral presentations for 32 years. My 
method of oral presentation has evolved over the 
years until I arrived at the current teaching method. I 
think what is important to remember is that such 
skills are not limited to English or any language. It is a 
fact of life that students have to use such skills in 
their classes, for a party speech, or for a welcome 
speech of their club activity. Also, students who leave 
university have to continue to give oral presentations 
at the company, weddings, funerals and in many other 
aspects of life. So, it is important for students to learn 
about oral presentation skills. In addition, companies 
want their employees to learn global oral presentation 
skills because they think it is important. Actually, I’m 
asked by various companies in Tokyo to teach their 
employees the same skil ls that I teach in my 
Advanced Communication class, and I do consulting at 
Dentsu, Mitsui-bussan and Addidas. Therefore, I think 
somebody needs to teach these skills in university, so 
I decided to teach students these skills. Again, oral 
presentation skills are not limited to any language. So, 
you can use these skills in Japanese too. This is the 
point I have in mind when I design my class. … (He 
takes a book from the bookshelf.) What I teach in my 
class come from the book “Made to stick” . I teach 
students “SUCCES” based on this book.

SUCCES…stands for Simple, Unexpected, Concrete, 
Credible, Emotional, Story.

Y: Thank you. I’d like to ask you another question. Why 

did you choose to become a teacher in Japan?
R: Actually, at first, I wanted to go to a developing 

country such as Myanmar or Indonesia because I 
wanted to experience teaching in a country which is  
very difference from the United States. First, I taught 
in Thailand for one year. Then I married my Japanese 
girlfriend. I decided to go to Japan with her.

Y: Do you like Japan?
R: No. I love Japan! Especially, Yamanashi is my favorite 

place. Yamanashi is a good place to escape the heat in 
summertime. I recommend Motosu L ake and 
Shosenkyo Gorge because at those places you can 
swim in the summer. Also, there are many mountains, 
so you can go hiking, snowboarding, and play tennis! 
And don't forget, Yamanashi has many delicious foods 
and drinks. I especially like Yamanashi’s fruits such as 
pears, cherries, peaches, grapes, and so on. Oh, and 
the craft beer in Yamanashi is great!

Y: These days, the qualifications such as Eiken and 
TOEIC have become important in Japan. What do you 
th ink is impor tant when studying for these 
qualifications?

R: I think you are not doing your best if you study for 
these qualifications as tasks. That goes for vocabulary, 
grammar, and listening. 

 What I want to say is the way for you to improve your 
qualification is not to STUDY but to USE English. For 
example, get a part-time job where you use English or 
read an English magazine about your favorite sport, 
such as soccer. You can improve your English skills by 
using the language you inputed through these 
experiences while having fun. For example, you can 
talk to foreign customers at your part-time job, or you 
can listen to your favorite English music.

S, Y: Thank you, I’m glad to hear your story.

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

《特集》 英文学会に所属する先生方への

インタビュー
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高橋　利明先生（日本大学文理学部特任教授）

インタビュー：英文学科 4年　横田　涼

横田：質問についてなのですが、主に英語の勉強法に

ついてです。高橋先生自身が効果を実感した

り、楽しくできる勉強法などを教えていただけ

るとありがたいです。

高橋：難しいね。勉強って楽しくないからね。

横田：（笑笑笑笑）

高橋：楽しくっていうのはなかなかできなくて、僕自身 
の経験からすると、そうだね。大学に入ってから 
の話でいいかな？

横田：はい。

高橋：僕は大学に入ってから家庭教師をしていた 
けど、大学院での経験を話すね。英語がとても 
不得意な子だったけど、大学受験で慶應大学を 
目指していてね。そのためにしっかり準備し 
なくてはいけないと考え、『新々英文解釈研究』 
（研究社）という古い本を教材として使った。 
これは英語の参考書の古典と言われていて、山崎 
貞という人が書いた本なんだ。僕は高校の時 
からこの本のことは知っていたけど、自分では 
使わなかったので教えるためには自分も読まない 
といけない。基本は英文読解の解釈力をつける 
ものなんだけど、週２日のペースでその場で 
訳してもらったものを確認しながらという使い方 
をした。難しい本だけど、厳選された英文を 
読みながら英文法の理解と知識が深まる。読解力 
と共に、文法力と、語彙力が身につく。一石 
三鳥くらいだよね。だから、一冊の本を、これ 
はっていう本を徹底的に読み切る。これが 1番 
大事だと思う。それがベースだから。英文読解力 
がないと、話すにしろ聞くにしろ、なにを 
やってもやっぱり身につかない。英語を読解する 
力をつけるために大事なことは、何でもいい 
けど、一応定評のある参考書などを一生懸命読む 
ってことかな。その子は２年間面倒を見たけど、 
結局早稲田大学に入ったんだ。

　　　　たとえば、授業がない塾ってあるでしょ。武

田塾とか。（笑）

横田：ありますね。（笑）

高橋：一冊参考書を与えて、きっちりとやるという 
スタイル。このスタイルは大事だよね。予備校 
に行ってああだこうだやるけど、それよりは、 
絶対にこれをやるというものを決めてトコトン 
やる。そうすると英語を読む力、語彙力、 
文法力、解釈力というベースを固めることが 
できる。そういうものは大学に入ったら皆さん 
忘れがちになるよね。（笑）

横田：身に覚えがあります。（笑笑）

高橋：授業のテキストでもいいけど、テキストなら 
テキスト、小説なら小説で、きっちりそれを 
読み切る。どうしても1年間では授業で全てを扱え 
なかったりするから、「自分は最後までこれを 
読み切る」と決めるとかね。そうすると、必然 
的に語彙力や文法力、文学であれば解釈力も 
身につくはずです。英語を読む上での総合的な 
英語力の基礎を養成するためには、やはり先に 
あげた『新々英文解釈研究』は古典だけど大事 
な本だと思います。こういうものを徹底的にやる 
みたいなことですね。こういうものは本当は 
高校生の時にやるのが 1番だと思いますが、 
大学生になってもそれは同じだから、これだって 
決めた一応定評のあるものを徹底して読むと 
いうのが、勉強法だと思います。あとは英語の 
４技能中のリスニング、スピーキングとライ 
ティングだけど、ネイティブの英語をたくさん 
聞くとか、できるだけ外国人に話しかけるとか、 
日記を英語でつけるとか、インターネットなんか 
も柔軟に使いながら自分の英語力を育てること 
かな。結局は自分の努力次第で 4技能は伸びて 
いくでしょう。それにしても 4技能の 1番の 
基本はやっぱり英文の読解力で、要するに文法力 
や単語力がないと読めないし、喋れない。その 
力をつけるためにも、一冊何かを決めてやる 
っていうのを実行したらいいと思う。それが勉強 
法かな。

横田：はい。

高橋：あとは、勉強っていうのはなかなか楽しくでき

ないからね。やってるうちに楽しくなるってこ

とじゃないのかな。楽しい勉強なんかなかなか

ないわけで。（笑）「あ、こういう意味か、こう

いうふうに解釈できるのか」とかっていう風に

やりながら楽しさがわかるわけであって。

横田：先生はアメリカ文学の専攻ですよね。そのアメ

リカ文学の研究だとか、勉強も、やってるうち

に楽しいっていう感覚ですか？

高橋：それはそうだね。大学院に入った時に『緋文字』 
をやり始めて、その面白さ、ホーソーンの文体、 
表現、内容、特にヘスター・プリンという 
女性の周縁に追いやられながらも、強く生きて 
いく姿に惹かれた。そういうところから僕の 
『緋文字』研究はスタートした。今は『白鯨』が 
メインになってるけど、アメリカ文学を代表する 
『緋文字』と『白鯨』というのはとても大事な 
作品だよね。『白鯨』の魅力は色んな意味で語り 
尽くせないところがあるけど、メルヴィルが、 
ホーソーンにこの『白鯨』を捧げるんだよね。 
『緋文字』が 1850年出版で、翌年に『白鯨』が 
出版された。この『白鯨』の最初の頁には、この 
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本はホーソーンの天才に捧げると書いてある 
んだよ。このふたりの文学を研究してきて、どこ 
までわかったかっていうのは中々難しいんだ 
けど、自分なりに研究して理解を深めてきたよね。

横田：こういう研究も、やっているうちに楽しいとい

う感覚ですか？

高橋：そうだね。楽しい時ばっかりじゃなくて、苦し

い時の方が多い。（笑）

　　　　要するに、苦しみながら一条の光じゃないけ

ど、楽しい何かが見えてくるというか。

高橋：そもそも原書を読むのが大変だもんね。（笑）

横田：（笑笑）

高橋：読むのに必死だからね。（笑）日本語じゃない

から、これを読むっていうのはすごく時間がか

かるし、なにがテーマなのかっていうのは自分

で考え出さなければいけない。テーマを決めた

後、今度は自分で本の中から分析をする、どこ

にどう書いてあるから、こうなのだっていう。

だからあまり楽しくないよね。（笑）

　　　　読んでいて楽しい時ももちろんあるけど、論文 
を書かなくちゃいけないから、きついなって思う 
時もあるし、テーマが見つからないと中々書き 
始められないからね。そういう生む苦しみと 
いうか、論文を書く時の生み出す苦しみっていう 
のは、常にある。

横田：でもそれが、パッと出てきた時とか、これ

だ！って思った時は楽しいし、面白い、という

感じですか？

高橋：そうだね。そうだと思う。

横田：そういうことのために、頑張るっていうことで

すか？

高橋：そうそう、そのためだけに。（笑）そのためだ

けっていうか、もう仕事だからね。

横田：そうですよね。（笑）

高橋：原書を読んで、それについて何か論文を書くっ

ていうのを、もう 40年以上やってきたことに
なるね。でも、中にはいると思うよ。書くのが

楽しくてしょうがないみたいな人。そういう優

れて筆が立つ人もいるかもしれない。でも僕は

凡人だから、やっぱり努力して、読んで、考え

て、書いてっていうことが必要かな。

横田：やっぱり感覚としては、普通のサラリーマンの

人でも、仕事を楽しくやっている人みたいに、

辛いことの方が多いけど、達成感だとか、そう

いうご褒美のためにやっている感覚に近いです

か？

高橋：そうだね。そうだと思うよ。サラリーマンだっ

て、必死だと思うよ。売り上げだとか。売れて

自分の仕事が評価されたら嬉しいだろうし。

横田：ちなみに、先生が学問の道に進もうと思った

きっかけって、どういうものなのですか。

高橋：きっかけは、文学が好きだったからかな。で

も、本当は、卒論では英語学だったんだよ。

横田：そうなんですか！

高橋：卒論は、もともと文学が好きだから文学で書こう 
と思っていたんだけど、ある時に自信をなくして。 
やっぱり文学は難しすぎて僕には無理かな 
って思って、卒論は英語学にしたんだよね。でも 
やっぱり卒論は書いたけど、大学院に入った 
として、これは僕には面白くないのかもしれない 
と思って、もともとやろうと思ってた文学の道 
に戻ったんだよね。で、大学院に入ってから、 
アメリカ文学を勉強した。もともとアメリカ 
文学は好きで、高校時代からスタインベックや 
ヘミングウェイとか色々読んでいたから、やる 
んだったら文学だなって思っていた。だから、 
大学院は文学に変えたんだよね。そこで、『緋文字』 
に出会ってさっき言った話に続くって感じかな。

　　　　もし、英語学をやっていたら、今ここにいな

いかもしれないしね。アメリカ文学をここで

やっているっていうのは、すべて人間関係の縁

だから。だから英語学をやっていたら、もしか

したら高校の先生とかになっていたかもしれな

いね。いずれにしても、自分がやりたいことを

やり通す正直で素直な気持ちが大事だと思う

よ。

横田：もともと、学問の道に進みたいっていうのは

あったのですか？

高橋：あ、それは大学に入ったときからあったね。

　　　　学問っていうか、勉強を続けていきたいという 
か。その頃は研究なんてよくわかってないから、 
今やっている勉強を、英米文学であれ何であれ、 
やっていきたいなっていうのはあった。結構 
早い時期からそう思ってたね。大学院に行こう 
っていうのは。

横田：それっていうのは、英文学が好きだからっていう 
のはもちろんあると思うんですけど、元々にある、 
研究心というか、探究心があったからっていう 
ことですか。

高橋：まあ、そういう風にも言えるかもしれないけど、 
本を読むのは好きだったから、探究心とまでは 
言えないかもしれないけど、読み続けていければ 
いいかなって思っていた。

高橋：話は変わり、お気に入りの 1冊に関してですが、 
僕は今まで授業でも扱っているけど、サン・ 
テグジュペリの『星の王子さま』（The Little Prince,  
1943）をいつも推薦しています。これはもう 
皆さんよく知っているように、その中に有名な 
フレーズ “What is essential is invisible to the  
eye”（「最も大事なものは目に見えない」）という 
言葉がある。そのことが全体を通じて語られて 
いる作品だよね。僕は高校の時に初めて英語で 
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読んだけど、その時以来、自分にとって大事な 
一冊だね。

横田：僕もまだ小さかった時に絵本で読んだことがあ

ります。

高橋：そうだよね。色々な訳で出版されているけれ

ど、やっぱり一番いいのは原書かな。勉強にも

なるしいいと思うよ、大切なことが書かれてい

るから。

横田：哲学的な内容ですか？ 
高橋：哲学的とも言えるけど、なんか詩的な幻想と 

も言える作品です。ストーリーは単純。王子様 
は愛していたバラを置いたまま、自分の住んで 
いた小さな星から旅に出て、 7番目の星である 
地球に降り立つ。そこはサハラ砂漠でたまたま 
そこに不時着した飛行機乗りと出会う。その 
飛行機乗りは、自分の幼い頃の純粋無垢な気持ち 
を思い出させてくれるその子どもとの交流を 
通じて生きる上でとても大事なことを再確認して 
ゆく。本の内容はまだ覚えているかな？

横田：砂漠のシーンはなんとなく覚えていますね。

高橋：読んでみるといいよ。最初はわかりにくいかも

しれないけど、「最も大事なものは目に見えな

い」というテーマが中心になっているんだよ

ね。

横田：授業でその話をしたことはないですか？ 
高橋：折に触れてしたことはあるよ。やっぱりお気に

入りの 1冊だからね。他にも色々読んでいるけ
ど、一番と言われたらこれかな。また、中学、

高校の頃は太宰治や坂口安吾もよく読んでいた

ね。

横田：それも興味深いですね。 
高橋：そうだね。全体的に文体とか表現が自分に

フィットするんだよね。それに、檀一雄という

作家がいるけど、彼の『太宰と安吾』って本も

面白いよ。太宰治と坂口安吾を一友人の眼で的

確に描いている伝記的な本です。 坂口安吾は
知ってる？

横田：ああ、聞いたことないです。 
高橋：同じ時代に活躍した無頼派の作家たちだよ。あ

と、もう一人挙げるとしたら吉本隆明という詩

人で思想家の人の本も一時期よく読んでいた。

戦後日本の思想界を牽引した人で、すごく影響

力があった人です。彼の詩集は最近文庫で出版

されて、初期から晩年まで網羅されている形で

出ているんだ。簡単に言えないけど、やっぱり

太宰と同じで彼の魅力を伝えるのは難しいね。

でも、読んでみると面白いよ。

横田：ありがとうございます。少し質問が変わるので

すが、英文学を学んでよかったことは何です

か？

高橋：そうだね、色んな物事を多角的に見る力を養え

たことかな。平衡感覚という言葉が好きだけ

ど、英文学を通してバランス感覚を持って物事

を判断する力が身についたと思う。特に文学は

想像力を培うからね。それが人間の心の豊かさ

に繋がるのではないかな。 やっぱり文学研究
者はそうした部分を強く感じるはずだと思うん

だ。やはり、生きていく上で想像力は大事で必

要でしょ。一方的な駄目だしがヘイトスピーチ

に繋がってしまう可能性もあるよね。嫌いなら

嫌い、好きなら好きだけで本当にそれでいいの

か、そこにクエスチョン・マークをつける。慌

てない人間のこころのゆとり、そして物の見方

が狭くならないようにすることが大事。「言う

は易く行うは難し（Easier said than done）」だ
けど、見えているものがすべてだって思わない

ほうがいいんじゃないか。だから本を読む。読

むという行為は孤独の世界に入ることだけど、

その世界で色々な登場人物に出会う。そうする

と、今度は色々な考え方があることに気づかさ

れる。自分の頭の中で想像して、そうかこうい

う人もいるのか、こういう生き方もあるのだと

確認する。そうしたところに文学の意味がある

と思うんだよね。

横田：そういった目を養うことが大事なのですね。

高橋：そうだね。文学作品はフィクションだけど、ノ

ンフィクションもノンフィクションで面白い。

だけど、フィクションという人間の頭の想像上

で作ったもの中に、なにか人間が生きる上での

真実が描かれていると思いますね。

横田：なるほど。実は自分自身、普段なかなか本を読

もうとなることがあまりなくて…

高橋：卒論は何について書くのかな？

横田：英語教育について書こうと思っています。

高橋：英語教育は教育としてとても意味があると思う

けど、生徒と接する時に蓄えとして文学的なも

のがベースにあるといいのではと思うんだよ

ね。だから先に言ったイマジネーション、想像

力を培い養うために物語や文学作品を読む。是

非、そうしたことを実践してもらえばと私は願

います。

横田：なるほど、少し謎が解けた気がします。
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《エッセイ》 中の教育実践指導や演習の中で、「教育」というのは、

「共に育つ」と書いて「共育」ということをご教授いた

だきました。その言葉は今でも私の中に残っており、

日々、生徒たちの色々な考え方や価値観の中で、教員

として柔軟にそれと向き合うことが必要だと感じるこ

とも多々あります。

この 10年間で、「心が疲れた時には無理に自分の 
心から目を背ける必要はない」ということも学んだ 
ことの1つです。私は働き始めてから数年した時に心が 
疲れ、教員でありながらも学校に行くことが難しい 
時期がありました。文理学部の先生に、お話を 
聞いていただいた時もありました。そこで、「悩んだり 
苦しんだりするのには理由がある。無理にそこから目

を背けることができないから、本人は悩む。だから目 
を背けずに考えていいんだ。」という話がありました。 
それまでは、「悩むくらいだったら動いた方が良い」 
と考える人が職場には多い気がしたので、それが 
できていない私は間違っているのかとも考えていたの 
ですが、それ以降、悩み事に対するスタンスが変わった 
のです。「悩む人には、それなりの理由がある」と。 
「悩むことは恥ずかしいことではないし、そこに時間を 
使うべきである」と。

もちろん、日々の疲れに対して、その解消法がある

のは良いことだとも思います。今でも、文理学部に

通っていた時の語学研修プログラムで共にイギリスに

行った仲間たちとの交流もありますし、友人と会った

りすることもあります。

私は今の学校に赴任して 11年目を迎えていますが、
大学の英語や、英語以外の授業で教えていただいたこ

と、大学での思い出や先生方からいただいたお言葉等

を武器に、更なる舞台につなげていきたいと考えてい

ます。「共に育つ」姿勢を大切にしながら…。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

英語に救われた人生

東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校教諭
中野　雅也

私が本学英文学科に入学したのは、ちょうど 2000年 
になった時だった。英語の勉強が好きで英文学科に入学 
したが、シェイクスピアをはじめとする文学と、生成 
文法を含む言語学に出会えたことは、まさに私の人生 
の礎となっている。卒業論文では塚本聡先生に大変 
お世話になり、 Antony and Cleopatra そして Pamela; or,  
Virtue Rewarded から条件の if節の例文を抽出し分析 
する手法を教わり、なんとか書き上げることができた。 

10年が経って…
日本大学第三中学校・高等学校教諭　明石 啓

私は 10年前に、日本大学文理学部英文学科を卒業 
し、その後、「学会通信」で文章を載せる機会をいただき 
ました。再びこのような機会をいただけたことを光栄 
に思っております。あの時よりも少しは中身のあること 
が書ければ…と思います。

おかげ様で日本大学第三中学校・高等学校の専任教員 
として11年目を迎えました。10年が経過して思うこと 
を書き綴ります。

10年が経ちましたが、やはり教員の仕事はやりがい 
のある仕事だと思います。教科指導、クラス運営、進路 
指導、生活指導、広報活動、部活動等その仕事は多岐 
に渡り、難しさを感じる場面も多くありました。クラス 
で落ち着いて話を聞くことが難しい生徒や、反抗的 
な態度を取る生徒にも出会ってきました（特に中 2、 
中 3で顕著でしたが）。1を伝えて 1返ってくるわけ 
ではない（ことの方が多い）仕事です。いや、 100 
でも1も返ってこないかもしれませんし、 10000を伝え 
ても 1も返ってこないかもしれません。
ただ一方で、私が中 2のクラス担任だった時、 

クラスに人の話が落ち着いて聞けず、返事やお礼も 
言えない生徒がいました。何度も注意や指導をしても 
なかなか改善されませんでしたが、その生徒が中 3に 
なったある日、他愛もないことだったと思いますが、 
それに対して「ありがとうございました。」と言ってきた 
ことがありました。それ以外でも、クラスに入れな 
かった生徒が周囲の生徒の助けもあって、入れるように 
なった瞬間（本人は登校を望んでいましたが、体が 
なかなか学校に向きませんでした）などを目にした時 
も、私に「何かとても尊いもの」が返ってきたと思い 
ました。

今すぐには指導の成果が出ないかもしれない。伝えた 
ことの本当の意味がわかるのは、 1年後かもしれない 
し、在学中にはわからないかもしれない。それでも、 
信じて行動することが、教員の仕事の一つなのだと 
感じています。もちろん、その「行動」はとても体力 
が必要なことだと思います。目の前で何かあった時に 
注意をすることや指導すること、お互いに嫌な気分に 
なる可能性がある中で見て見ぬふりをしないこと、 
それは口で言うほど簡単なことではありません。

同時に、生徒たちから学ぶことも多くあります。行

事の中で、思いがけない方法を用いてみんなをまとめ

ていた委員会の生徒などから、「こういう考えや方法

もあるのか」と感じたこともあります。文理学部在学
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拙い出来の論文ではあったが、塚本先生のご指導の 
もとに条件節の主語の人称と原形 beとの関係を調べ、 
考察し、ひとつの論文を書き上げたという経験は、 
間違いなく現在の私自身を作ったのだと断言できる。

卒業後は英語とは関係のない職業に一旦は就いたもの 
の、日を追うごとに忘れていく語彙や読解力の低下に 
危機感を覚えた私は、「英語で食べていく」ことを決意 
し、以後教職の道を歩み続けている。私立高校の専任 
教諭を経て現職に至っているが、その原動力となって 
くれたのは、やはり英語を学ぶ楽しさであった。 
30代半ばになって改めて大学院で学びなおしたい 
という気持ちが強くなり、その折にも塚本先生に相談 
に乗っていただいた。結局は全日制の大学院ではなく 
通信制で英語学を学べる大学院に入学し、そこで統語論 
（生成文法）を本格的に学ぶことになった。奇しくも 
テキストは大学時代、塚本先生の授業で使用されていた 
Syntax A minimalist introduction（Andrew Radford） 
の後続のテキストであり、たった数行の説明 
を理解するために何日も苦戦するという、ひょっとする 
と先達がみな通ってきたかもしれない道を、私も通る 
こととなった（今はテキストを見返さないと詳細な箇所 
は思い出せないが、確か受動態の派生を説明している 
箇所で、著者（Radford）が「受動態は自動詞的（intransitive） 
であるため前置詞が後続する」という記述をして 
いたのだが、そこで何日間か躓いてしまった）。 
そのような時には決まって、塚本先生が授業でよく 
仰っていた、「生成文法は頭を柔らかくして考えない 
といけない」という言葉が思い出され、突破口を切り 
開くことができたのである。

修士論文は初期近代英語でのDO挿入とV移動の関
係をテーマとし、シェイクスピア作品のうち 2作品
（Romeo and Juliet およびMacbeth）を取り上げ、 DO挿
入・V移動それぞれの構文で使用される動詞の語源や
発話者と聞き手の関係、動詞が動的であるのか静的で

あるのか、といった角度で分析をしていった。思うよ

うな結果に結びつかず、分析が進むことも止まること

も繰り返しあったが、ようやく光明が見えた瞬間の喜

びと安堵は言葉にできないものであった。通信制で

あったため仕事との並走であり、修士論文執筆当時は

高校 3年生の担任をしており、授業はもとより、受験
指導を行う傍らで、隙間時間で研究を続けたが、これ

を耐えることができたのは、一度は自ら去った英語の

世界にもう一度戻ることができた喜びと、大学時代に

塚本先生から教わった、言語学を学ぶ楽しさがあった

からだと言える。無事に修士論文を提出できた瞬間の

あの安堵と喜びは、忘れることはないだろう。

その後、鬱病を発症し、それを機に現任校に転職す

ることとなったのだが、鬱が悪化し入院することに

なった時も、病気によって何もかもが灰色に映る世界

の中で、現実世界との繋がりを感じることができたの

は、英文を筆記体で写すことだった。文字情報が頭に

入らず、滑るように感じるようになってしまっても、

文字をきれいに筆記体で写すことは、私の空っぽの心

を満たした。現在は寛解に近い状態にまで回復してき

ているが、どん底にいた私を掬い上げてくれたのは、

この英語の書写だったと思っている。

振り返ると、人生とはどう転ぶかわからないものだ

と痛感する。修士課程を修了することができたおかげ

で、鬱病と闘いながらも現任校への採用が決まり、鬱

病ともなんとか共生することができている。英語に

よって私の人生は、私が今いる場所へと続いてきた。

現任校では研究紀要を毎年発行しているが、いくつか

論文を掲載される機会にも恵まれた。そして 2024年
12月の英文学会年次大会では、在学中お世話になっ
た吉良文孝先生の最終講義を聴講する機会を得ること

ができ、その折に、実に 20年ぶりに塚本先生に直接
ご挨拶することもできた。さらに、その年次大会で聴

講したことがきっかけで、今、こうして筆を執ること

ができているのである。まさに英語によって救われ、

導かれてきたと言える。

おそらく私よりももっと若い方もこの文を読んでく

れているのではないかと思う。日本大学英文学科で学

んだことをどうか誇りに思ってほしい。私は、もし英

語が好きでなければこの大学で学ぶことはなかった

し、そこでのさまざまな出会いなしには、現在の私は

存在しなかった。どんな時にも、英語が人生を導いて

くれるのだと信じている。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Ireland. I have much, much to 

learn.

日本大学通信教育部准教授　猪野　恵也

およそ 15年ぶりにダブリンを再訪した、といって
もグーグルマップを使用したバーチャル観光である。

ダブリン、コーク、ゴールウェイ・・・と計画してい

たが、グーグルマップのダブリン市内はやはり曇り空

で雨が降りそう。途中まで「観光」してすぐやめた。

単純に面白くなかったというのもあるし、テンプル

バーですら「質素」に見えたからである。ロンドン、

パリ、フィレンツェ、（一昔前の）浅草の方がまだ 
魅力的だと思う。文学や教育と関係のない仕事をし 
ながら、ダブリン市内に定住すると気持ちが鬱積する 
だろう。一生居る気になれない。ジョイスの『ダブリン 
の市民』（1914）の出版から 100年以上経つが、そこに 
登場する人たちの気持ちがほんの少しわかる気が 
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する。「鉄柵」（“the iron railing”）を両手で必死に掴み、 
ダブリン脱出を拒むイヴリンの姿は哀切としか言い 
ようがない。

『ダブリンの市民』には余計な説明がない。ジョイス 
はダブリンの市民の鬱積をただ見せるだけだ。ジョイス 
は読み手の想像力に訴え、それだけ彼らの息苦しさ 
が読み手の心に深く響く。読み手に対してどこまでも 
demandingという意味でジョイスは残酷な作家だ。例え 
ば、『八王子の市民』という短編集を書く作家はこれ 
から現れないだろう（筆者は八王子好きであり、特に 
八王子をディスっている訳ではない。念のため）。 
「ジョイスはダブリンを「模写」していたのではなく、 
「改変」していたのだ」（結城 248）という指摘があるが、 
確かにそうである。だが、ジョイス文学の舞台の元ネタ 
はダブリンである。ダブリンには、例えば、ブラム・ 
ストーカーゆかりのプレートなど至る所に、文学・ 
歴史関係の銅像やらプレートがある。東京でもそうだ。 
しかし、日常の忙しさに流されて、つい通り過ぎて 
しまう。立ち止まって昔の出来事や人間に思いを馳せ 
ないのはこちらの責任だ。とりあえず、通信教育部 
3号館の目の前にある歴史案内板（千代田区五番町） 
に目を留めてみよう。

『コット、はじまりの夏』を観た（愛題 :An Cailín Ciúin 
／英題：The Quiet Girl）。映画ではアイルランド語 
と英語が交互に話されている。アイルランド語の音の 
美しさ（「美しい音」ではない）に魅せられて、 5年前 
からアイルランド語を少しずつ齧っている。映画を観て 
いる間、英語とアイルランド語の区別ぐらいはできた。 
原作のクレア・キーガン著 Foster（2010）も読んだ。 
原作にアイルランド語が出てこないのが不思議だった。 
映画の解説ではアイルランドのある田舎町として 
いるが、舞台はウォーターフォードのゲールタハトで 
はないかと推測している（違うかもしれない）。ろくに 
アイルランド語が分からないくせに、筆者にはアイル 
ランド語のやりとりが新鮮だった。『フィネガンズ・ 
ウェイク』（1939）を読むとアイルランド語への言及が 
『ユリシーズ』（1922）より断然増えてくる。FW用の 
アイルランド語のレファレンスはあるが、読み手に 
アイルランド語の知識があればいいに決まっている。

『フィネガンズ・ウェイク』に触れる機会が増えた。

今まで故意に避けていたのだ。まずは原文の音読をす

る。朗読のサンプルは私が知る限り、 3種類ある（そ
のうちの一つは断片だがジョイス自身によるもの）。

自分なりに音読をしていて、響きがいいと感じたらそ

れでいいと思う。学部生時代に得たスキャンションの

知識がここで少しは役に立つ。次はレファレンスの数

を限定して、それらの本を参考にしながら、一文一文

普通の英語に直す。そして柳瀬尚紀訳を参照する。音

読、プレーン・リーディング、柳瀬訳の参照ととりあ

えず身体を使ってできることをやればよいのだ。それ

で何が得られるのか。平凡な結論だが語感である。そ

れに付随して、アイルランドの神話やら何やらを半ば

強制的に調べる羽目になる。研究業績に全く結びつか

ない読書だが（読書といえるのか ?）、苦にならない。
それどころか、もっとアイルランドのコトやらモノを

知りたくなる。大昔、計算ドリルや漢字ドリルを夢中

でやっていた感覚に近い。あくまでも筆者にとって

は。

主要参考文献

Keegan, Claire. Foster. Grove Press, 2010. 
結城 英雄「ジェイムズ・ジョイス　文学における地域
性と国際性―都市ダブリンの構想をめぐって」

『文学都市ダブリン―ゆかりの文学者たち』、木村

正俊編、春風社、2017年、230-249。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

令和 6年度 第 6回ダブリン 

シティ大学（アイルランド）

夏期語学研修の引率を終えて

日本大学法学部専任講師　佐藤　健児

令和 6年（2024年）8月 4日（日）から 9月 1日（日）
まで、法学部主催の海外語学研修の引率者として、学

生 7名とともに、アイルランドのダブリンシティ大学
（Dublin City University, DCU）を訪れました。ここで
は、引率者の視点から、本研修を振り返りたいと思い

ます。

はじめに、「引率（業務）」というと、出国から帰国

までの期間の業務を指すように思われるかもしれませ

ん。しかし、事前準備や事後処理も含めますと、その

期間はおよそ一年におよびます。私の場合、委員会で

本研修の実施が決定されたのが 2023年の 11月、帰国
後、同委員会で参加学生の単位認定等の承認がなされ

たのが 2024年 11月のことでした。
今回、引率者として特に注意したことは、①学生の

危機管理教育を徹底すること、②学生への過度な干渉

は控えることの 2つでした。
①については、私自身、あらゆるトラブルを想定

し、そのトラブルを回避するための方法や実際にトラ

ブルが起きた際の対処法を一つひとつ検討してゆきま

した。まず、学生には（返信不要の用件以外は）引率

者からの連絡には必ず返信をすることを義務づけまし

た。引率者からの連絡には重要度や緊急性の高いもの

が多く含まれているからです。また、返信があれば、
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安否や体調を確認することもできます。はじめのうち

は、引率者からのメールの確認や返信に時間がかかる

学生も散見されましたが、現地での研修が始まる頃に

は、全員がすぐにこちらからの連絡に反応してくれる

ようになっていました。このほかにも、学生には出国

前から次のような危機管理に関する取り組みをしても

らいました。

A.  外務省の「海外安全ホームページ」上での現地情
勢（医療事情なども含む）の確認

B.  「たびレジ」（外務省海外安全情報無料配信サービ
ス）や「Pro Finder」（保険会社の安否確認アプリ）
への登録

C.  法学部教務課（International Education Center）主
催の「海外渡航・危機管理セミナー」への参加

D.  緊急時の連絡手段等の確認、など

現地で大きなトラブルにも見舞われず、全員が無事

に帰国することができたのも、決して「たまたま」で

はなく、学生の危機管理に対する意識の高さによるも

のであったと思います。

②については、学生に「語学研修が成功したのは 
引率の先生がいたからだ」という思いを抱かせない 
ように注意していました。研修の主体はあくまでも学生 
であり、学生には自身の力で研修を成功させたという 
経験をしてもらいたかったからです。そこで、現地 
到着後は、毎日の健康観察を兼ねたメッセージを送る 
ことを除けば、こちらから積極的に学生と関わることは 
控えていました。それでも、学生と一緒に料理をして 
食べたり（私はフライドポテト担当。アイルランド 
のジャガイモは安価で絶品です）、現地のレストラン 
でミーティングを開き、大いに経験を語り合ったり 
したことは、私にとっても（同行した家族にとっても） 
何物にも代えがたい貴重な体験となりました。私に 
とっては、音楽とお花と文学にあふれたダブリンの街 
並みももちろん素敵でしたが、最高の光景は教科書片手 
に友人たちとキャンパス内を楽しそうに歩く学生の姿 
でした。

今回の語学研修を通して、学生の人生も大きく動き

出したようです。学生の中には、帰国後、日本大学の

交換留学や（海外の）大学院への進学を目指し始めた

学生がいます。日本語講座のボランティアを始めた 
学生、ゼミナールで社会と言語の関係性について学び 
始めた学生もいます。先日法学部で開催した海外留学 
説明会には 100名を超える学生が参加してくれまし 
た。これからも、ひとりの教員として、世界に羽ばたく 
学生を支援したいと思います。

最後になりましたが、本研修を支援してくださった

関係の先生方、職員の皆様、 DCUのスタッフの方々
にこの場をお借りして心より感謝申し上げます。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

《検定試験奨学制度》

自分のペース、自分の学習方法

を見つけることから

日本大学文理学部英文学科卒業生　瀨治山　凛音

2023年第 3回実用英語技能検定準 1級試験の合格に
伴い、検定試験奨学制度を申請させていただきまし

た。英検は英語学習を始めた中学生の頃から受験をし

てきました。準 1級は、 4回目の受験で合格すること
ができました。高校 3年生の頃から 1年に 1回程の
ペースで受験をしてきました。英検受験の目的として

は大学でも自身の英語力を可視化し確認したいという

気持ちからでした。高校生までは学校のカリキュラム

の一環で受験の機会がありましたが、大学では全ての

選択が自分に委ねられています。英文学科に在籍する

からには、英語力は伸ばし続けたいという思いはあり

ました。合格までに 3年もかかってしまいましたが、
よく言えば 3年間受験勉強に向き合うことができたと
考えております。

大学生になると、 TOEICの受験も主になってきま
す。正に、英文学科では 2年生までTOEICの受験が
義務付けられています。そんな中でも、 TOEICでは
なく英検の受験を選択してきたのは合否がはっきり 
決まる結果が自分にあっていると実感していたから 
です。もちろんこの 2つの試験目的は学術的な英語 
力、そしてビジネスシーンで使う英語力を測る、という 
違いがあります。自身の伸ばしたい英語力を軸に受験 
するのも 1つの手ではあります。ご存知の通り 
TOEICは点数によって英語力を測りますが、英検は合否が 
決定します。TOEICも数回程ですが、受験経験が 
あります。個人的な感覚になりますが、点数だけだと 
目標が曖昧になってしまいました。例えば、 800点を 
目指していてその時 750点を取ったら、目標点まで 
50点不足しています。私は「750点でも十分！頑張 
った！」と満足してしまって、英語力を伸ばすことに妥協 
してしまうと思いました。そのため、私はTOEICでは 
なく英検の受験にフォーカスしてきました。

次に英検の受験勉強についてです。準 1級までの 
全ての級を受験してきましたが、比較すると準 1級は 
特にインプットするべき単語の根気強い暗記が大切で 
あると学びました。準 1級の前のレベルの単語は何と 
なく聞いたことがあるような単語も出題されてい 
ました。しかし、準1級の単語レベルは、日本語ですら 
も聞いたことのない学術的な単語が頻出しており、 
馴染みのないタイトルの長文問題がほとんどでした。 
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私は単語を覚えるために、隙間時間を利用していまし 
た。日中の移動時間や待ち時間に少しずつインプット 
して、帰宅後にテスト、アウトプットするという学習 
をしておりました。続けていくうちに、生活のルー 
ティンの一部になり、この学習にネガティブな気持ちは 
無くなっていきました。単語だけに限らず、受験勉強 
の時間を生活の一部にすると継続することができると 
思います。私はこの規則的な方法が自分にはあってい 
ると発見することができました。また、合格の手助け 
の 1つとなったのが文理学部で開講している「英語 
検定 1・2」の履修でした。ここでは、少人数ではあり 
ましたが合格を目標とした学生が集まっていたため、 
自分のモチベーションを上げつつ学習を継続することが 
できました。私が特に苦手としていた長文の添削を 
先生にしてもらい、参考書に向き合っているだけでは 
発見できていなかったことを学ぶことができました。 
受験媒体や学習方法にはもちろん個人差があり、 
自分にあっているやり方があります。自分の好きな学習 
方法を見つけ、週に 1回は英検の勉強を確保するため 
にも履修をおすすめします。また、先述したように私 
は合格まで約 3年要しました。英検では合否が明確に 
出てしまうが故に挫折してしまいそうになりますが、 
根気強く受験することが必要だと思います。もちろん 
1発合格に越した事はないのですが、 1回での受験に 
全てをベットするのではなく長期的な視点で合格を 
目指すのも良いかもしれません。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

自分と向き合う

日本大学文理学部英文学科卒業生　行方　純果

この度、 TOEICで得たスコアをもとに検定試験奨
学制度を利用させていただいたところ、英文学会通信へ 
の執筆の機会をいただきました。ここでは、 TOEIC
受験を通しての自分自身の変化やそこから気づいたこ

と等についてお話しさせていただきます。

まず、私が初めてTOEIC受験をしたのは高校 2年生 
の時でした。叔母からの勧めで、何も対策せずに受けた 
結果は、 L&R320点でした。それまで英検しか受験 
してこなかった私は、合格・不合格という2通りの結果 
ではないことや、英検で出題されるような長文問題 
が出ないことに驚いたことを今でも覚えています。また、 
ビジネスメールや催しポスター問題といった、これ 
までの学校英語ではあまり触れてこなかった文章が多く 
出題されているとこにも、驚かされました。高校まで 
は大学受験に向けた英語というものを意識していま 

したが、大学に入ってからは、より実践的で社会に出て 
からも役立つ英語を身に付けたいと思うようになり、 
TOEIC受験を頻繁に受けました。TOEICはとても 
試験時間が長く、集中力が必要不可欠です。この忍耐力 
を養うために、毎日問題を解くということを試験の 
2週間前から行いました。1年分の問題を一気に解く 
ことも大切ですが、地道にコツコツやることで、目も 
耳も英語に慣れさせることができました。すぐに結果 
は出ませんでしたが、最終的に L&R770点を取ること 
ができました。参考書を開くのが面倒だと感じた日は、 
YouTubeやスマホのアプリを使うなど、面倒くさがり 
の自分をどれだけ勉強させられるか日々格闘して 
いました。TOEIC対策とは別で、デュオリンゴという 
英語学習アプリを、ゲーム感覚で始めました。連続 
日数というものが表示されるシステムがあり、毎日更新 
したいという思いで現在も続けています。これを書 
いている今日でちょうど 230日目になります。これは 
TOEIC対策を目的として始めたものではありません 
でしたが、上記で述べた2週間前からの問題演習と同じ 
くらい、目標点数に繋がった要因ではないかと感じ 
ています。これらを通して、 TOEIC対策向けの英単語 
や、問題パターンに慣れておくことも大切ですが、 
簡単なレベルであっても毎日やること、 TOEICで 
あろうと英検であろうと、英語という言語に変わりは 
ないため、こだわりを捨てて自分のできそうなものだけ 
をやる。これが、私がTOEICで目標点数を超えら 
れた方法だと気づきました。それからこの方法は、何 
においても、目標を達成する上で必要な心構えなのでは 
ないかとも思います。高い目標を設定しても終わらず、 
自己肯定感だけが下がってしまうよりも断然、少し 
の量を毎日やる方が定着率が良いと、身をもって学び 
ました。

大学卒業後は、さまざまな国籍の人がいる環境で 
働きます。今まで以上に、英語を使う機会が増えると 
思います。TOEIC受験で得た「私なりのペースで地道 
に努力し続ける」ということを、 4月から始まる社会 
人生活の中でも続けていきたいです。そして、これ 
からもTOEIC受験は続けるつもりです。また新たな 
目標に向かって、驕らず精進していきます。改めま 
して、このような執筆の機会をくださり、ありがとう 
ございました。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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《海外留学体験記》

異国の地を知る

日本大学文理学部英文学科 3年　臼杵　春奈

私は昨年の夏に約 3週間、イギリスのケンブリッジ
大学ペンブルックカレッジへ留学しました。日本大学

とケンブリッジ大学が提携を組んだ短期海外研修プロ

グラムで主にヨーロッパの建築について学びました。

私がこの研修に参加した目的は 2つあります。1つ目
は英語のコミュニケーションの実践、そして 2つ目は
異国の文化や環境を自分の目で見て今後に少しでも役

に立つような経験を得ることでした。以前、旅行など

で海外に行く機会はありましたが、実際に現地で生活

をするのは初めての経験でした。出発をする前は緊張

もありましたが、初めての挑戦に期待感がとても大き

かったです。14時間のフライトを経てロンドンの
ヒースロー空港に無事到着し周囲を見渡してみると、

多種多様な国の人々が入国ゲートに並んでいる姿を見

て驚きました。日本では感じたことのない少し不穏で

緊張した空気を感じたためです。そしてヒースロー空

港からペンブルックカレッジの寮へ到着し、いよいよ

3週間の語学研修が始まりました。今回の語学研修で
は平日はペンブルックカレッジで授業を受け、休日は

ロンドンなど各自が行きたい場所へ出かけることがで

きるプログラムでした。平日のペンブルックカレッジ

で行われていた授業では建築以外にもパワーポイント

と発音の授業がありました。建築の授業では今まで学

んだことのない分野な上、英語で聞き取らなければい

けないのがとても難しく苦戦しました。しかし日が経

つにつれ聞き取れなかった単語が分かるようになった

りするなど日々自分の成長を実感することができて毎

日の授業がとても楽しかったです。そして中でもこの

プログラムに参加して良かったと思った点は、 PAと
の交流が多くあったことです。PAとはケンブリッジ
大学に在籍している学生のことで、帰国する時に PA
との別れが寂しくなるほど私が今回このプログラムに

参加した中でも大きな経験でした。PAは午後の授業
で毎日私たちを引率してケンブリッジの歴史や日常に

ついて教えてくれたり、 PA主催のアクティビティや
ロンドン観光、食堂で一緒にご飯を食べたり放課後に

はケム川でのパンティングに連れて行ってくれ、とて

も楽しい時間を過ごすことができました。特に常に英

語で会話をする中でコミュニケーションの意思疎通が

できた時はとても嬉しかったです。私がよく覚えてい

る会話はイギリスと日本の文化をそれぞれ共有したと

きの会話です。日本で暮らしていると気づくことがで

きなかった日本の良さなどに気づくことができまし

た。日本では当たり前なことでもイギリスでは全く異

なる考え方も多くあり自分自身の視野を広げることが

できた経験でした。休日にロンドンへ行った際はケン

ブリッジの穏やかな雰囲気とは違い街中で、デモが行

われていたり武装集団のような人たちが歩いてきたり

鳴り響くパトカーの音が物騒で怖かった記憶がありま

す。日本では街中でデモを起こす光景はあまり見たこ

とがないので、自分の意見をきちんと主張できる環境

が素晴らしいと思いました。この 3週間では楽しいこ
とだけでなく大変なことなど様々な経験をしました。

その中でも、異国の文化や生活について自分自身で感

じた経験が語学研修における最も大きな財産だと思い

ます。この研修に参加できたのも周りの人の支えや環

境があったためこのような経験を得ることができまし

た。今回の語学研修では当たり前だと思っていたこと

が当たり前ではないと気づくことができたので、その

考え方を忘れずに行動し今後に生かしていきたいで

す。最後に、このような機会を与えてくださりありが

とうございました。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

《新刊書案内》

『アジア系アメリカを知るため

の 53章』（明石書店、2024年）

日本大学文理学部教授　牧野　理英

「アジア系」とは何を意味し、どのような人種、文化、 
社会なのか？先住民系、アフリカ系、ラテン系といった 
アメリカ国内のエスニック集団と比べ、アジア系は 
そのエスニシティの意味の茫漠さ故にアメリカ文学・ 
文化研究において捕らえがたい集団とみなされてしまって 
いた。日本の英語をベースにした大学教育において、 
テキストとしてアジア系アメリカ人の作家、あるいは 
社会を扱ったものが圧倒的に少ないのも、「アジア 
系」という言葉のとらえにくさが問題になっている 
ことはいうまでもない。そうしたこの領域の曖昧性を 
打破するために執筆されたのが本書である。全 53章で 
構成されている本書は、社会、文化、人種、ジェンダー、 
エスニシティといった分野から今日的なトピック 
を 53点選び、各々の専門家が様々な切り口でわかり 
やすく解説している。

執筆者の一人である牧野が担当したのは、「アジア系 
と文学」という章であり、ここでは自身の分野である 
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日系アメリカ文学を基軸に、アジア系が文学とどのよう 
にリンクするのかを解説した。ここでは章のタイトル 
が「アジア系と文学」であり、「アジア系アメリカ文学」 
でないという点からも、この二つがどのように異なり、 
どのようにリンクするのかということに主軸が置かれ 
ている。アジア系アメリカ文学とはアメリカ人という 
国家的帰属意識を持つ作家群の書く文学であるのに 
対し、アジア系文学ということになると、母国語が 
アジアのものも含まれ、アメリカという国家的意識に 
対し距離を持つ作家群が執筆したものという認識が 
前景化される。これに加えてアメリカ生まれで英語で 
執筆しているものであっても、アメリカという国家から 
距離感を持つ作家の作品もアジア系文学という範疇内 
に入る。その場合私の研究領域であるカレン・テイ・ 
ヤマシタもこの作家群に属することになる。日系アメ 
リカ人でありながら、ブラジルで活動初期を過ごし、 
アメリカと日本という両方の国を外側から距離感を 
もって見つめ続けたヤマシタ。その国で生まれ育ち、 
その国の言葉でその国家内のことを描く作家が権威的 
な立場をとるいままでの文学研究のスタンスに疑問を 
呈し続けるその姿は、グローバル化する世界の中で 
世界文学の一派とさえ見ることができる。

学位留学でアメリカへ渡り、留学先のアリゾナ州立

大学大学院英文学科でよく尋ねられたこととは「日本

人なのに、なぜ（日米の比較文学ではなく）アメリカ

文学を専攻したのか」という素朴な問いである。アメ

リカ人ではなく、英語が母国語でもない人間がアジア

系アメリカ文学という領域を専門分野として選択する

意義とは？その時の私はアメリカ文学がたまたま好き

だったのでという一辺倒の答え方をして場を凌いでい

たが、この問いはその後の私の研究生活に憑りついて

いくことになる。アメリカ人ではないという認識にお

いてアメリカ文学を見ると、一体何がみえてくるの

か？私達の民族性とは、その国にいるからではなく、

その国から出ないとその本質を理解することはできな

いのではないか？ヤマシタの生き方にアメリカ文学の

真髄を見たのは、博論を提出してから随分たってのこ

とである。そう、こうした参考書を書く際に「アジア

系と文学」というテーマが何度も私にこの問いをなげ

かけてくるように。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

英米文化学会編『アジア・パシ

フィックの劇場文化』

（朝日出版社、2024年）

日本大学文理学部教授　閑田　朋子

『アジア・パシフィックの劇場文化』は、監修者を

含む 7名の執筆者による共著であり、 19世紀末から
21世紀にかけてのアジア太平洋地域の演劇を考察す
るものである。本書の独自性について、監修者である

藤岡阿由未氏は序論「劇場から、海に臨む」において

次のように述べている。

 本書が独自に試みたのは、領域を「アジア」では
なく、太平洋という海をめぐる緊張と連帯の両視

点から地政学的な「アジア・パシフィック」を射

程としたこと、また各国の現代演劇の個別の検討

ではなく、固定された劇場空間において演劇の移

動、つまり海を臨む視点を維持しようとしたこと

である。（12）

換言すれば、本書は劇場を「ローカル・アイデン

ティティの生成の場」（11）として捉え、移動と静止
の観点から各地の劇場文化を探求することを目的とし

ている。

本書は 8つの章で構成されており、以下のような章
立てとなっている。第 1章は「沖縄：歌劇『泊阿嘉』の 
誕生の周辺―沖縄の劇場文化と辻（チージ）」（石塚倫

子）、第 2章は「上海：ライシャム劇場―上海バレエ・
リュスのクラシック・バレエ上演」（蒔田裕美）、第 3
章は「シンガポール：シンガポール最初の英語演劇と

カルチュラル・センター」（赤井朋子）、第 4章は「メ
ルボルン：メルボルン・シアター・カンパニーの歴史

と発展―ジョン・サムナーとレイ・ロウラー」（川田

伸道）、第 5章は「ホノルル：クム・カファ・シア
ターとハワイのローカル演劇」（古木圭子）、第 6章は
「ロサンゼルス：イースト・ウエスト・プレイヤーズ

におけるアジア系アメリカ演劇の発展」（古木圭子）、

第 7章は「東京・浅草：巨大パノラマ劇場浅草―見世
物と文明開化」、第 8章「東京・有楽町―帝国劇場に
おける『東京行進曲』の上演―大衆から国民へと変容

する観客」であり、さらに各章の間には、香港、台

北、バンコク、ハノイ、マニラ、オークランド、サン

フランシスコ、横浜、大阪といった都市の劇場文化に

関するコラムが収録されている。これにより、本書は

沖縄から出発し、アジア・パシフィックの海域を反時

計回りに巡り、最後に東京に至る構成となっている。
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この流れに沿って読み進めることで、読者の視点もま

た、アジア・パシフィックをめぐる劇場文化の広がり

を実感できるようになっている。

劇「場」は本来、特定の「場」に位置し、演劇や映

画、舞踏、芸能などをその「場」に集まった観客に見

せることを前提としている。旅芸人一座の仮設舞台の

ように移動を前提とした劇場も存在するが、産業革命

以前はその移動範囲も限られていた。しかし、産業革

命後の印刷技術や輸送・移動技術の発展により、戯

曲、役者、小道具（時には大道具も）が海を越えて移

動することが可能になった。本書は、こうした時代の

なかで、 19世紀末以降、海を越えて劇場に何がもた
らされたのか、また劇場から海の向こうに何が発信さ

れたのかを明らかにする一連のケーススタディとなっ

ている。

なお、本書の執筆が進められた時期に、新型コロナ

ウイルスの影響で移動が大きく制限された。たとえば

私が担当した第 8章「浅草」は、西洋から見た浅草の
見世物について探究するものであるが、主に日本国内

で入手可能な資料に頼らざるをえなかった。このよう

な制約のなかで研究を継続できたのは、監修者の藤岡

氏をはじめとする共著者の皆様の支えがあったからで

ある。この場をお借りして、心より感謝申し上げた

い。

《研究室だより》

● 2024年度（令和 6年度）行事
◆第 50回英語弁論大会（文理学部主催）

11月 3日（日）文理学部 1 号館 3 階 137A 教室に 
おいて、第 50回文理学部英語弁論大会が開催されま 
した。結果は以下のとおりです。

1位　伏屋　少耶子 （社会学科 2年）
2位　池下　海舟  （英文学科 4年）
3位　本橋　智征  （社会福祉学科 2年）
 ※学年は当時のもの

◆大学院特別講義

令和 6年度の大学院特別講義は以下のとおり行なわ
れました。

【米文学分野】

日　　時　 9 月 26 日（木）4・5時限目
講　　師　Martin F. Manalansan IV先生（ラトガー

ス大学教授）

［講義題目］Eating America: Food in Literature and 
Culture

【英語学分野】（英語教育）

日　　時　 10月 21日（月）4時限目、
　　　　　 10月 28日（月）4時限目
講　　師　日臺滋之先生（元玉川大学教授・拓殖大

学大学院非常勤講師）

［講義題目］①授業実践を通して語彙の習得をどう 
進めていくか

②検定教科書支援教材としての学習者 
コーパスの活用

【英文学分野】

日　　時　 11月 13日（水）4・5時限目
講　　師　松本三枝子先生（愛知県立大学名誉教授）

［講義題目］Elizabeth Gaskellの小説と 19世紀イギリ
スの社会・文化状況

◆卒業式・修了式

3月 25日（火）午前 11時より、日本武道館にて卒業
式が挙行されました。また、同日 13時 30分より、文
理学部 3号館 3307教室にて、学位記伝達式が行われ
ました。本年度は学部卒業者 124名、大学院博士前期
課程修了者 2名、大学院博士後期課程修了者 1名で 
した（3月 25日付）。
優等賞は福部心音さん、学部長賞は濱本彩由さん 

でした。



─　　─

英文学会通信 第 123号

17

【その他】（6）

【映画監督】

Cameron, James (2)
Frankel, David (1)
Marshall, Rob (1)
Miller, Bennett (1)

【バンド】

Soundgarden (1)

〈修士論文 タイトル一覧〉
丸山萌菜美 Romantic isms in The Great Gatsby : 

Images, Commodities, and the Critique of 
Capitalist Dreams

川鍋　理奈 On be going to in Apodosis

〈博士論文 タイトル一覧〉
岡　麟太郎 A Semantic and Pragmatic Study of Seven 

English Future Expressions from the 
Perspective of the Speaker’s Certainty 
towards Future Events

◆卒業論文・修士論文

令和 6年度に提出された卒業論文の分野・作家の 
内訳および修士論文のタイトルは以下のとおりです。

〈卒業論文 分野・作家内訳一覧〉
 （カッコ内の数字は人数）

【英文学】（47）
Austen, Jane (3)
Bronte, Charlotte (1)
Carroll, Lewis (2)
Chaucer, Geoffrey (8)
Dickens, Charles (3)
Doyle, Conan (1)
Hardy, Thomas (2)
Ishiguro, Kazuo (5)
James, Henry (1)
Orwell, George (1)
Shakespeare, William (11)
Shelly, Mary (3)
Stevenson, Robert Louis (2)
Wilde, Oscar (3)
Woolf, Virginia (1)

【米文学】（15）
Capote, Truman (3)
Dreiser, Theodore (1)
Fitzgerald, Francis Scott (2)
Hemingway, Ernest (1)
Morrison, Toni (2)
Salinger, J.D. (2)
Stowe, Harriet Beecher (1)
Twain, Mark (1)
Walker, Alice (1)
Williams, Tennessee (1)

【英語学】（60）
意味論（7）
統語論（2）
英語史（6）
コーパス言語学（8）
現代英文法・語法（16）
方言（1）
英語教育（20）
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着任のご挨拶

日本大学文理学部准教授　髙橋　洋平

こんにちは、令和 7年度に着任しました髙橋洋平と
申します。この度ご縁があり文理学部英文学科の専任

教員として教育研究に携わることとなりました。まず、 
着任前から今日に至るまで（決して若くもなければ 
可愛げもない）新人教員の粗相を寛大なお心でお許し 
頂いた上、細部に至る温かなご支援を下さる英文学科 
の教職員の皆さまにこの場を借りて心よりお礼申し上 
げる次第です。

さて、今回のエッセイ執筆に際して、その取っ掛かり 
として自身の教育・研究歴を簡単に振り返りました。 
学位を取得した年度に初めて教壇に立ち、その後複数 
の大学での非常勤講師を経て、教養科目専任教員として 
宮崎県と千葉県の私立大学でこれまで奉職をしました 
が、令和 7年で大学教員としてちょうど 10年目 
を迎えたようです。世間一般的に就職が遅いとされる 
本業界ですが、「10年選手」なんて言葉もあるように、 
一つの区切りを無事迎えられたことを、両親、家族、 
友人、そして公私共に大変お世話になっている外池 
滋生先生（元青山学院大学教授、現ハワイ大学研究員） 
と江頭浩樹先生（大妻女子大学教授）に改めて感謝 
申し上げる次第です。

一方、「10年」という節目を迎えて、職務への向き合い 
方について見直す時期が来たと感じています。これ 
までは、所属組織の諸先輩方が苦心の上構築した既存 
の教育研究基盤を深化発展できるよう尽力して参りま 
したが、これからは自身をハブ化して、大学そして社会 
への価値産出を意識しなければなりません。まずは、 
目の届く範囲、手の届く範囲での活動になるかもしれ 
ませんが、皆さまのお力をお借りできればと存じます。

次に研究活動について。私は自然言語の統語論を専門 
としています。特に近年は生成文法を背景としながら 
ミニマリストプログラムと呼ばれる枠組みで自然言語 
の文構造について研究しています。ミニマリストプロ 
グラムを専門とする多くの研究者の間で共有されている 
研究課題は、「従来の理論で提唱されてきた様々な 
説明装置を一般科学に課せられる経済性や効率性といった 
諸原理にどこまで還元できるか」というものです。 
言語機能の中には語と語を結合する操作である併合 
（Merge）のみが存在し、併合によって形成された言語 
体の音声形態と意味が適切に解釈されるためには、 
併合にどのような制約が最低限課されるのかを解明 
することを目指しています。このような状況を背景とし、 
ここ数年の個人の研究課題として併合のプロト操作 
であるセット形成（Form Set）の構造構築可能性に 

● 2025年度（令和 7年度）行事
◆入学式・開講式

4月 2日（水）午後 1時より文理学部にて開講式が 
行なわれました。また、入学式が 4月 8日（火）午前 
9時より日本武道館にて行なわれました。英文学科・ 
英文学専攻への入学者数は次のとおりです。

学部入学者 139名
大学院博士前期課程入学者 3名
大学院博士後期課程入学者 1名

◆在籍者数

学部　 2年生 149名
3年生 146名
4年生 171名

大学院博士前期課程 8名
　　　博士後期課程 3名

◆第 51回英語弁論大会（文理学部主催）
令和 7年 11月 1日（土）午前 11時より、文理学部

（教室等未定）にて、第 51回文理学部英語弁論大会が
実施予定です。

◆大学院特別講義のお知らせ

英文学、米文学、英語学の各分野の著名な先生方に

よる大学院特別講義が、令和 7年度も行なわれる予定
です。詳細は英文学科ホームページでお知らせしま

す。
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ついて検討しています。英語だけでなく、日本語やラコタ 
語（ネイティブアメリカンの言語）の関係節構文の 
データを観察しながら「ああでもない、こうでもない」 
と仮説を立てては棄却しの繰り返しの日々ですが、 
眼前でより良き代案が萌芽する瞬間のあの興奮を心待ち 
にしながら日々取り組んでいる次第です。

最後に教育活動について。前述の通り、本学に着任

するまで教養科目教員として奉職して参りました。 
基本的に英語に対して消極的な学習意欲を持った学生 
を対象としてきたことは一見本学科のニーズと矛盾 
するように見えるものの、この経験が自身の強みと 
捉えています。悪く言えば八方美人的な自身の性格も、 
「他人の意見に素直に耳を傾けることができる」という 
恩師の肯定的な評価の一例であると都合よく解釈 
しながら、これまでも学科や学生からのニーズに応える 
形で、新たな語学研究先を見つけて来たり、 
学内TOEICセミナーを主宰したり、私自身一切背景 
知識のない情報学専攻の学生向けに英語のテキストを 
書いたりと様々なことに取り組んで参りました。まだ 
着任間もないですが、本学では 270人以上の履修生が 
いる英文法の授業でwebアプリを活用しながら自由に 
質問を投稿できる双方向的な授業運営方法を模索して 
おります。

まだ 10年目とはいえ、もう 10年目の精神で、この
ような事を考えながら毎日をサバイブする今日この頃

です。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

《訃報》
2025年 3月 10日に元文理学部教授W. D. Patterson 
先生がご逝去されました。79歳でした。退職後は 
アメリカに帰国されカンザスに住んでいらっしゃい 
ました。謹んでお悔やみ申し上げます。

《事務局だより》

●月例会報告
2024年度の月例会は以下のとおり行われました。

4月　研究発表（2024年 4月 13日）
司　会　一條　祐哉（文理学部准教授）

発　表　

　 1．進行形と be toに関する若干の考察
　　　  岡　麟太郎（博士後期課程 3年）
　 2．境界についての考察―エミリ・ブロンテを 

中心に―

　　　  工藤　由布子（危機管理学部専任講師）

5月　特別講演（2024年 5月 11日）
司　会　黒滝　真理子（法学部教授）

講演者　町田　章（法学部准教授）

演　題　英語学徒は生成AIとどう向き合うのか？
―認知言語学からの提案―

6月　アメリカ文学シンポジウム（2024年 6月 8日）
［テーマ］「家族」の肖像―アメリカ文学における

「家族」表象とその再考察

コーディネーター　牧野　理英（文理学部教授）

発　表

　 1．BelovedにおけるデンヴァーのHome
　　　  天海　希菜（文理学部助手）
　 2．ハーマン・メルヴィルの『ピェール』におけ

る家系と黙示録的戦争―『ピェール』と『ヨハ

ネの黙示録』における馬と蛇

　　　  西浦　徹（文理学部講師）
　 3．ラルフの投資―『ある婦人の肖像』における

財産の移動

　　　  松浦　恵美（芸術学部専任講師）
　 4．リチャード・ライト著『アメリカの息子』に

おける黒人一家の肖像

　　　  木内　徹（元生産工学部教授）

10月　英語学シンポジウム（2024年 10月 26日）
［テーマ］英語のアスペクトを歴史的に探る：

　　　　 進行形と完了形の発達をめぐって
コーディネーター　保坂　道雄（文理学部教授）
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発　表

　 1．初期近代英語の進行形の意味的発達と語用論
的強化

　　　  田中　智己（文理学部講師）
　 2．Be＋現在分詞の変遷：現在分詞語尾の形態

を中心に

　　　  秋葉　倫史（スポーツ科学部准教授）
　 3．レジスターの違いで見える進行相、完了相の

発達

　　　  塚本　聡（文理学部教授）

11月　研究発表（2024年 11月 30日）
司　会　小澤　賢司（通信教育部准教授）

発　表　

　 1．EFL学習者に対する「読み聞かせ」が 
リーディングの流暢さに与える効果に関する 
実践研究

　　　  島本　慎一朗（文理学部講師）
　 2．『ユリシーズ』（1922）におけるダブル・オー

プニング再考―各挿話論か複数の挿話論か―

　　　  猪野　恵也（通信教育部准教授）

12月　2024年度学術研究発表会・総会（2024年12月14日）
【学術研究発表会（文学の部）】

司　会　野村　宗央（松山大学特任准教授）

発　表　

　 1．Heaven and Hell―Perkins, Milton and Overton
　　　  川﨑　和基（工学部准教授）
　 2.　現代アメリカ演劇から見るアメリカ
　　　  松本　美千代（国際関係学部教授）

【学術研究発表会（語学の部）】

司　会　佐藤　健児（法学部専任講師）

発　表　

作文学習における訂正フィードバックの効果：

文法エラーの属性による効果の影響

　　　  隅田　朗彦（文理学部教授）
［最終講義］

　 If節における認識的willについて（再び）
　　　  吉良　文孝（文理学部教授）

● 2025・2026年度運営委員

　　　　　会　長　一條　祐哉

　　　　　副会長　松山　博樹

〇秋葉　倫史 〇杉本　宏昭

　秋山　孝信 〇鈴木　　孝

　新井　英夫  武中誠二郎
○飯田啓治朗（会計） 〇田中　竹史

〇一條　祐哉  M.K.チルトン
　猪野　恵也  塚本　　聡
　今井　真吾  堤　裕美子
　今滝　暢子（会計監査） 〇堀切　大史 
〇小澤　賢司 〇前島　洋平

　加藤　寛典 〇牧野　理英

　上滝　圭介 　松浦　恵美

　川崎　和基 〇松山　博樹

○閑田　朋子 　松﨑　祐介

　久井田直之 〇柳川　浩三

〇黒滝真理子 　山岡　　洋

� （○印は常任委員）

 ［任期は 2025年 4月より 2027年 3月まで］
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●日本大学英文学会 2023年度決算額
2023年度決算額

前年度からの繰越金 ￥2,944,813

収入の部

会費 ￥500,500

研究会員 ￥424,000

同窓会員 ￥64,000

学生会員（新入生） ￥12,500

雑収入 ￥12

補助金 ￥17,828

収入合計 ￥518,340

支出の部

論叢出版費 ￥321,850

会員名簿出版費 ￥69,850

学会通信出版費 ￥43,230

通信費 ￥59,456

大会費 ￥5,772

大会懇親会補填費 ￥0

講演謝礼費 ￥0

大会 ￥0

月例会 ￥0

講演会 ￥0

他学会年会費 ￥31,967

日本英文学会 ￥8,262

日本アメリカ文学会 ￥9,262

日本英語学会 ￥7,181

英語教育関連学会 ￥7,262

用品費 ￥0

会合費 ￥24,399

交通費 ￥2,665

月例会雑費 ￥7,534

ホームカミングデー費 ￥0

事務運営費 ￥330

奨学制度関連費 ￥6,000

査読料 ￥0

予備費 ￥0

支出合計 ￥652,143

日本大学英文学会
基金への繰入

￥0

日本大学英文学会　　基金へ
の繰入後の合計

￥321,905

次年度への繰越金 ￥2,811,010

●お知らせ
◆月例会予定

2025年 10月以降の月例会の予定は以下のとおり 
です。なお、予定は変更となることもございます。

詳細につきましては、メールおよび本学会ホーム

ページにてご案内いたします。

10月　英語教育シンポジウム（2025年 10月 18日）
11月　研究発表（2025年 11月 22日）
12月　 2025年度学術研究発表会・総会（2025年 

　　　　  12月 20日）

◆研究発表者募集

当学会では、月例会・年次大会の発表者を募集して

おります。発表をご希望の方は、以下の情報を事務局 
までお寄せください。なお、検討の結果、ご希望に 
添えない場合がございます。

1．氏名
2．住所・電話番号・メールアドレス
3．所属
4．発表希望年月
5．発表題目
6．要旨（日本語 400字以内、英語 200語以内）

◆『英文学論叢』第 74巻　原稿募集
日本大学英文学会機関誌『英文学論叢』第 74巻　英
文学科創設 100周年記念論文集（仮）（2026年秋発行
予定）の原稿を募集いたします。投稿をご希望の方

は、『英文学論叢』第 73巻（2025年 3月発行）巻末の
投稿規定に沿って、奮ってご投稿下さい。締切日は

2026年 1月 31日（必着）です。

◆会員情報の登録・変更について

会員各位の情報更新をメールにて受け付けており 
ます。メールアドレス、住所、その他の会員情報の 
登録・変更をご希望の方は、事務局までお知らせくだ 
さい。

◆会費納入のお願い

2024年度の年会費（研究会費 4,000円、同窓会員
1,000円）を未納の方は、郵便振込で納入いただきま
すようお願いいたします。2025年度の年会費につき
ましては、 2025年 11月発行予定の「英文学通信」 
第 124号送付時に振込用紙を同封いたします。

口座番号：00140-3-27474
加入者名：日本大学英文学会
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◆日本大学英文学会公式インスタグラムの開設について

日本大学英文学会の公式インスタグラムを開設いた

しました。

本学会のイベント（月例会、特別講演など）や刊行

物（「英文学会通信」『英文学論叢』など）の案内をはじ

めとして、さまざまな情報を配信いたします。

以下のQRコードから、もしくはインスタグラム上
で「日本大学英文学会」または「esanu02」で検索の上、 
フォローをお願いいたします。

●学生編集委員
英文学科 4 年　　秋元優志
英文学科卒業生　小澤優月

英文学科卒業生　塩澤拓幸

英文学科卒業生　鈴木大翼

英文学科卒業生　髙橋尚吾

英文学科卒業生　田原希優

英文学科卒業生　樋口康平

英文学科 4 年　　横田　涼


